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煙火玉は り工室と日乾場との連接に関する実験

松永猛裕*,中山良男事,飯田光明書,田中克己'

石川 昇糊,村井 一柳暮

打揚煙火における玉はりエ室と日乾場との連接が可能かどうか.および.その技術基準を得

ることを目的として.その施設のモデルを作り,E]乾喝で煙火玉が爆発した場合,周囲にどの

ような被青をおよはすかを綱べる乗験を行った｡その結果,防火壁と玉はり工重に設ける隔壁

などの大きさ.および配位を十分に換肘すれば玉はり工竃内の安全は確保できることが示され

た｡

I. はじめに

危険工重などの迎接の基準については.昭和49年通

商産某省告示第五十^号の第八集から第十一集までに

記載されており,これによると優火の玉はり工室 (打

揚煙火において外側の殻に続を粘る作業室)と日屯均

(にっかんじよう:打掬億火の玉.常粒.星などを露

天{･乾燥する場所)との速度は認められていない｡し

たがって.現行では双方の火薬類停滞丘により,一定

の保安距離をとる必要がある｡しかしながら,打渦煙

火の製遁工程では玉はりと日乾という作業は連続して

繰 り返されるため.作業の効率および運搬時の安全の

ためには連接していたほうが好ましいとの意見が健火

製造共著からあった｡このため,打揚煙火の玉につい

て.玉はり工竃と日乾場 (打揚煙火玉の場合には.｢爆

発の危険性のある日乾喝｣に故当する)との迎接が可

能かどうか.および.その技術基坤を得ることが必要

になった.

このため,筆者らは昭和62年度および平成2年度の

火薬規の陳安技術実も如こおいて,煙火玉はり工室およ
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ぴEl乾場のモデルを作り,遜接についての実験を行っ

た｡ここでは,その結果を報告する｡

2.乗 鞍

耕一回目の実奴を昭和62年9月30日,北海道の陸上

自衛隊矢白別演習掛こおいて.通商産業省主催の ｢昭

和62年度火薬税の保安技術実験｣の1つとして行った｡

また.第二回日の契敦を平成2年10月5日,北海道の

陸上自衛隊上富良野痢習場において.通商産業省主催

の ｢平成2年度火薬桝の保安技術実験｣のlつとして

行った｡

実故の主目的は,日乾執 こ既いてある煙火玉が不慮

の爆発を起こした場合,王はり工室にどのような披賓

を及ぼすかを調べることである｡このために,東故場

内に日乾】軌 隔壁,玉はり工毒,防火壁などのモデル

施設を設置し.日乾掛 こ匿いてある煙火玉を人為的に

発火させた｡図1に行った6回の発験配匿を示す｡蓑

1には.その条件をまとめた｡また.写真 1-4に実

験状況を示す｡各施設の構造および用いた虐火玉の詳

細は昭和62年度および平成2年度の火薬煩の保安技術

実験報告執こまとめられている]･2).
まず.実験No.1およびN0.2は日乾場と玉はり工重

が正常の配置にある場合を想定した実験である｡日乾

場には.高さ60cz)の台ユ)を作り.これに煙火玉を固

定する (写真 l )｡玉はり工童は日夜場の境界から20

mの位匿に設置する｡工壷の入り口はとびらを設けず

に開放している｡これは王はり作業が閲放下で行われ

ることがあるため.および煙火玉から飛放した星が工

重に飛び込む可能性を調べるためである｡玉はり工室

内には5号玉皮に2mの導火線を取り付けたものを50

個均等に並べて庇く (写真2)｡この50個の内.25個
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契際の爆発の取.飛び込んだ星によって着火するかどうかを安全性の判断基準とする｡

実
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壁をfr通したり.防火壁で挟ね通った後に工重に入っ

たりすることはない｡この結果から,防火壁と玉はり

工重に設ける髄壁などの大きさ,および配位が適切で

あれは玉はり工室内の安全は確保できることが示され

た.

しかしながら,乗取の煙火淑適工場の多くは,両横

の制限からE]乾喝おJ:び玉はり工室を含めた各施設が

非常にコンパクトにまとめられている｡そこで.迎接

だけを考えて.掛 こ防火壁を狭くすることは玉Eより王

室前面にある他の施股への危険を増すことになる｡し

たがって.今後はこの結果を基にして.8乾喝,玉は

I)工垂を含めた製造施設全体の安全を考える必費があ

る｡
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Fieldexperimentsonthesafetystandardfortheexplosionprotect'JOn

ofa'tamahari･kousitu'inclosevicinityof'nikkanjyo

byTakdiroMATSUNAGA事.YoshioNAKAYAMA暮,MitsuakiIIDA●

Katsumi TANAKA',NoboruISHIKAWAHandHajimeMURAI…

Weconductedtheexperimentstoexphinwhethera-tamahri-kousitu'(aroom

wherepaperiSpastedontothesurfaceofafireworksshell)Canadjoina'nikkanjyo'(where

sheus,bangers,stars.etc･aredriedupinthesun).Underthepresenthw.such anad-

jacencyisnotpermitted.However,sincepaper-pastinganddryingarecontinously

repeated,theadjacencyismoresafeduringtranspotationandmoree臨cient.Thus,a

modelfactory.inwhicha'tamaltari-kousitu●.aǹikkaJIjyo'.apartitionboardbetween

themandaEirewallweresetup.wasbuilt･AndaNo.10shellsetattheǹikkanjyo■was

madetoexplodepurposely･As theresult.thesafetyillthe'tamahari-kousitu'w as

securedagahsttheexplosionoftheNo.10shell,whentheallocationoteachfacilitieswas

appropriate.
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